
今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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つくば市社協キャラクター
大穂圏域版

玉取シルバークラブが全国老人クラブ連合会から表彰！！
　玉取シルバークラブは、昭和34年に結成された歴史あるク
ラブで、現在66名のメンバーがいます（平均年齢81歳）。清
掃奉仕活動（花壇の管理）、地域見守り活動（小学校の登下校
見守り）、スポーツ活動（グラウンドゴルフ、輪投げなど）と
いった様々な活動を活発に行っています。それらは地域住民、
団体、小学校などと連携し取り組んでいる活動となります。
　そのほかにも、区会や子ども会などと実施している「玉取
三世代交流夏祭り」や小正月に取り組んだ「ならせ餅づくり」
の伝承活動も行っています。これらの様々な取り組みに対し、
この度、全国老人クラブ連合会から「令和5年度活動賞」の表
彰を受けました。
　インタビューの中で「地域のみんなが可能な限り
健康で楽しく暮らせるよう、今後も地域の絆を深め
ていきたい」との話がありました。日々、会員同士
楽しみながら地域の中でともに支えあい、つながり
がある玉取シルバークラブにお年寄りのパワーを感
じるとともに、地域にとって大切な存在であると思
いました。
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▲清掃奉仕活動の花だん管理の様子

▲大穂地区のシルバークラブ輪投げ大会で優勝！

▲玉取三世代交流夏祭り・・・4年振りに子どもから
　お年寄りまで参加

▲アクティブシルバー餅つき会・・・たわわに実ったならせ餅は
　玉取コミュニティセンターに飾りました

大穂圏域だより

2024

No.118

No.1182月号

＜3・4ページ担当者＞
大穂圏域担当
生活支援コーディネーター 大塚

　大穂圏域のコーディネーターになり、はや
1年になります。地域の皆さんには、様々なこ
とを教わり、支えていただきました。ありがと
うございます。
　これからもたくさん地域にお邪魔させていた
だきますので、よろしくお願いいたします！

コーディネーターのつぶやき

大穂圏域活動テーマ

みんなで いきいき 支えあう 輝けるまち 大穂

〒300-3257
つくば市筑穂1丁目10番地4
TEL:029-879-5500
FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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つくば市社協キャラクター
大穂圏域版

玉取シルバークラブが全国老人クラブ連合会から表彰！！
　玉取シルバークラブは、昭和34年に結成された歴史あるク
ラブで、現在66名のメンバーがいます（平均年齢81歳）。清
掃奉仕活動（花壇の管理）、地域見守り活動（小学校の登下校
見守り）、スポーツ活動（グラウンドゴルフ、輪投げなど）と
いった様々な活動を活発に行っています。それらは地域住民、
団体、小学校などと連携し取り組んでいる活動となります。
　そのほかにも、区会や子ども会などと実施している「玉取
三世代交流夏祭り」や小正月に取り組んだ「ならせ餅づくり」
の伝承活動も行っています。これらの様々な取り組みに対し、
この度、全国老人クラブ連合会から「令和5年度活動賞」の表
彰を受けました。
　インタビューの中で「地域のみんなが可能な限り
健康で楽しく暮らせるよう、今後も地域の絆を深め
ていきたい」との話がありました。日々、会員同士
楽しみながら地域の中でともに支えあい、つながり
がある玉取シルバークラブにお年寄りのパワーを感
じるとともに、地域にとって大切な存在であると思
いました。

4
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▲清掃奉仕活動の花だん管理の様子

▲大穂地区のシルバークラブ輪投げ大会で優勝！

▲玉取三世代交流夏祭り・・・4年振りに子どもから
　お年寄りまで参加

▲アクティブシルバー餅つき会・・・たわわに実ったならせ餅は
　玉取コミュニティセンターに飾りました

大穂圏域だより
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＜3・4ページ担当者＞
大穂圏域担当
生活支援コーディネーター 大塚

　大穂圏域のコーディネーターになり、はや
1年になります。地域の皆さんには、様々なこ
とを教わり、支えていただきました。ありがと
うございます。
　これからもたくさん地域にお邪魔させていた
だきますので、よろしくお願いいたします！

コーディネーターのつぶやき

大穂圏域活動テーマ

みんなで いきいき 支えあう 輝けるまち 大穂

〒300-3257
つくば市筑穂1丁目10番地4
TEL:029-879-5500
FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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つくば市社協キャラクター

野畑区会で多世代参加事業が開かれました！（地域歳末助けあい募金助成事業）

「サロン暖々」大活躍！！

第17回とよさと子どもまつり
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豊里圏域版
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　毎年11月25日に行われてきた「天神祭り」です
が、今年は土曜日と重なったため住民全体の多世
代参加事業として、子どもから高齢者まで参加で
きる参加型のイベントが初めて開催されました。
　ビンゴやクイズ、輪投げのほかに手作り焼きそば
が振る舞われました。元気に輪投げをする子どもた
ちと慣れた手つきのシルバークラブ会員。参加する
みんなが笑顔あふれる交流事業となりました。

　「サロン暖々」は、老人福祉センターとよさとで月2回活動しているふれあいサロンです。この日はセンター
を飛び出し、上郷幼稚園の「体験保育クリスマス会」に参加しました！
　まず、「おはなしの森」のボランティアがクリスマスにちなんだ人形劇や大きな絵本の読み聞かせ、わらべう
たなどを披露♪最後に、暖々のメ
ンバーがトーンチャイムで「きら
きら星」「さんぽ」「小さな世界」
の3曲を演奏しました。練習の成
果を発揮することができ、アン
コールもいただいていました。
　戻ってからの反省会では、レ
パートリーを増やそうかなど、意
欲的で素晴らしいメンバーの皆さ
んでした！

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

＜3・4ページ担当者＞
豊里圏域担当
生活支援コーディネーター 長岡
〒300-2633 つくば市遠東639

（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231
FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　あっという間の1年。年度内の通信は
これが最後になりますが、一日一日を大切
に、また来年度も豊里圏域の魅力を発信し
ていければと思いますのでよろしくお願い
いたします！

コーディネーターのつぶやき
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豊里圏域活動テーマ

目配り 気配り 支えあい 心豊かに なごむ里
豊里圏域だより
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今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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つくば市社協キャラクター

野畑区会で多世代参加事業が開かれました！（地域歳末助けあい募金助成事業）

「サロン暖々」大活躍！！

第17回とよさと子どもまつり
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　毎年11月25日に行われてきた「天神祭り」です
が、今年は土曜日と重なったため住民全体の多世
代参加事業として、子どもから高齢者まで参加で
きる参加型のイベントが初めて開催されました。
　ビンゴやクイズ、輪投げのほかに手作り焼きそば
が振る舞われました。元気に輪投げをする子どもた
ちと慣れた手つきのシルバークラブ会員。参加する
みんなが笑顔あふれる交流事業となりました。

　「サロン暖々」は、老人福祉センターとよさとで月2回活動しているふれあいサロンです。この日はセンター
を飛び出し、上郷幼稚園の「体験保育クリスマス会」に参加しました！
　まず、「おはなしの森」のボランティアがクリスマスにちなんだ人形劇や大きな絵本の読み聞かせ、わらべう
たなどを披露♪最後に、暖々のメ
ンバーがトーンチャイムで「きら
きら星」「さんぽ」「小さな世界」
の3曲を演奏しました。練習の成
果を発揮することができ、アン
コールもいただいていました。
　戻ってからの反省会では、レ
パートリーを増やそうかなど、意
欲的で素晴らしいメンバーの皆さ
んでした！

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

＜3・4ページ担当者＞
豊里圏域担当
生活支援コーディネーター 長岡
〒300-2633 つくば市遠東639

（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231
FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　あっという間の1年。年度内の通信は
これが最後になりますが、一日一日を大切
に、また来年度も豊里圏域の魅力を発信し
ていければと思いますのでよろしくお願い
いたします！

コーディネーターのつぶやき
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＜3・4 ページ担当者＞
谷田部東圏域担当
生活支援コーディネーター 荻生
〒300-2633 つくば市遠東639

（老人福祉センターとよさと内）
TEL :029-847-0231
FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　まもなく3月。この時期になると、東日本
大震災後に4年間、宮城県石巻市に住んで
いた時のことをより鮮明に思い出します。
この時期の東北の寒さはとても厳しく辛い
ものですが、それでも必ず春はやってくると
いうことを教えてくれました。
　春はもうすぐそこ。みんなで元気に春を
迎えましょう！

谷田部圏域活動テーマ みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部東圏域だより

第2回地域支えあい会議を開催しました！

コーディネーターのつぶやき

　12月4日、今年度第2回目となる地域支えあい会議を開催しました！
　今回は「つながる！」をテーマに、「もっと参加者同士で話をする時間が欲しい！」という声にお応えし、グルー
プでのお話タイムやワークの時間を中心としました。第1部「つながろう！ ざっくばらんにお話タイム」では、参加

者それぞれの地域の状況や、現在地域でどんな活動をしているのか
を自由に話していただく時間としました。
　第2部は「地域でこんなことやってみたい！ 具体化★大作戦」とし
て、前回出たアイデアをより具体化し、自分たちの地域で実現してい
くためのグループワークを行いました。「地域でカフェをやってみよ
う！」「幼稚園の場を使い、高齢者と子どもの交流を図りたい！」など、
地区ごとに多種多様なアイデアが具体化されました！
　今後は具体化したアイデアを地域で実現していけるよう、サポート
していきたいと思います☆

　「すくすく子育て広場」は、乳幼児のお子さんとその保護者の方たちの交流の場として、月2回つくばスタイル館
（研究学園公園内古民家※）で開催されています。時間内であれば、いつ来ても、いつ帰ってもＯＫ！ 気軽に参加
できる憩いの場となっています★
　「子育てはおうちの中だけでできるものではなく、地域の人たち
の協力も大事」との思いから、この場の運営を担っているのは地域
のボランティアたち。子育てについてちょっとした話相手になった
り、季節のイベントを組み合わせたり、参加された皆さんがリラッ
クスして楽しく参加できるよう工夫されています。取材に伺った日
は、クリスマスコンサートが実施されていました。
　「子育て中のパパママ、ぜひ遊びに来てください♪」と代表の荒
井さん。子どもたちの
健やかな育ちを、地
域みんなで応援する
取り組みです！

すくすく子育て広場

子育て支援 × 支えあい
第3回は・・・

谷田部東圏域では、数多くの支えあい活動が行われています！
様々なテーマで支えあい活動をしている団体を紹介します。

様々な支えあいのカタチをご紹介！

今年度中の開催日程は
つくば子育てカレンダー、
市役所ＨＰをご覧ください！

※夏季期間中は、つくば市役所内で開催しています。

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円

3



今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え

T H E  O R G A N  O F  T S U K U B A  C I T Y  C O U N C I L  O F  S O C I A L  W E L F A R E

発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

■
発

行
＝

社
会

福
祉

法
人

 つ
く

ば
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

300-3257 つ
く

ば
市

筑
穂

1 丁
目

10 番
地

4
TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

谷田部東圏域版

月
号

2
2024

No.118

No.1182月号

1

＜3・4 ページ担当者＞
谷田部東圏域担当
生活支援コーディネーター 荻生
〒300-2633 つくば市遠東639

（老人福祉センターとよさと内）
TEL :029-847-0231
FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　まもなく3月。この時期になると、東日本
大震災後に4年間、宮城県石巻市に住んで
いた時のことをより鮮明に思い出します。
この時期の東北の寒さはとても厳しく辛い
ものですが、それでも必ず春はやってくると
いうことを教えてくれました。
　春はもうすぐそこ。みんなで元気に春を
迎えましょう！

谷田部圏域活動テーマ みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
谷田部東圏域だより

第2回地域支えあい会議を開催しました！

コーディネーターのつぶやき

　12月4日、今年度第2回目となる地域支えあい会議を開催しました！
　今回は「つながる！」をテーマに、「もっと参加者同士で話をする時間が欲しい！」という声にお応えし、グルー
プでのお話タイムやワークの時間を中心としました。第1部「つながろう！ ざっくばらんにお話タイム」では、参加

者それぞれの地域の状況や、現在地域でどんな活動をしているのか
を自由に話していただく時間としました。
　第2部は「地域でこんなことやってみたい！ 具体化★大作戦」とし
て、前回出たアイデアをより具体化し、自分たちの地域で実現してい
くためのグループワークを行いました。「地域でカフェをやってみよ
う！」「幼稚園の場を使い、高齢者と子どもの交流を図りたい！」など、
地区ごとに多種多様なアイデアが具体化されました！
　今後は具体化したアイデアを地域で実現していけるよう、サポート
していきたいと思います☆

　「すくすく子育て広場」は、乳幼児のお子さんとその保護者の方たちの交流の場として、月2回つくばスタイル館
（研究学園公園内古民家※）で開催されています。時間内であれば、いつ来ても、いつ帰ってもＯＫ！ 気軽に参加
できる憩いの場となっています★
　「子育てはおうちの中だけでできるものではなく、地域の人たち
の協力も大事」との思いから、この場の運営を担っているのは地域
のボランティアたち。子育てについてちょっとした話相手になった
り、季節のイベントを組み合わせたり、参加された皆さんがリラッ
クスして楽しく参加できるよう工夫されています。取材に伺った日
は、クリスマスコンサートが実施されていました。
　「子育て中のパパママ、ぜひ遊びに来てください♪」と代表の荒
井さん。子どもたちの
健やかな育ちを、地
域みんなで応援する
取り組みです！

すくすく子育て広場

子育て支援 × 支えあい
第3回は・・・

谷田部東圏域では、数多くの支えあい活動が行われています！
様々なテーマで支えあい活動をしている団体を紹介します。

様々な支えあいのカタチをご紹介！

今年度中の開催日程は
つくば子育てカレンダー、
市役所ＨＰをご覧ください！

※夏季期間中は、つくば市役所内で開催しています。



今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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　令和5年11月に、かとりだい交流館にてカーレットを活用した世代間交流を行いました。この交流会は、かとりだい
交流館の方から「カーレットや昔遊びのようなものを、ぜひ子どもたちにも体験させてほしい」とお声掛けいただいたと
ころから始まりました。この交流会を行うにあたり、カーレット協会の会長をはじめカーレット指導員、地元のシルバー
クラブ（コスモスクラブ）など多くの方々が快く引き受けてくださったことにより今回の交流会が実現しました。
　カーレットは、カーリングの卓上版スポーツです。子どもからシニア、車いすユーザーまでノーハンディで行える
ことが特徴で、グループ同士の試合のため、ゲームを楽しみながらコミュニケーションを深めやすいのも魅力のひと
つです。
　大人も子どもも夢中になって投げる力を調節してみたり、相手のストーン
に当ててはじいてみたりとチーム内で戦略を相談しつつゲームを楽しんでい
ました。また、投げ終わってからは「どちらのチームの石が真ん中に近いか
な？」など、年齢差を超えて一緒に話し合う姿もたくさん見られました。休
憩中には、シルバークラブの方が子どもたちの好きなゲームやアニメについ
て教わる場面も見られ、楽しい時間となりました。
　今回のように、地域の中で「こんなことできないかな？」と思うことがあ
りましたら、コーディネーターまでお気軽にご連絡ください。

　グリーンハイツ陽だまりサロンは、小白硲にある団地内の集会所を利用し、毎月4回ほど活動を行っています。団地内
に住む住民が楽しく和気あいあいと過ごせるよう、サロンの中では体操やカーレット、カフェ活動を中心に、新年の会や

お花見、クリスマスパーティーなど、さまざまなイベントを開催しています。
　そのイベントの1つである「シニア作品展」にお邪魔しました。シニア作品展は10
回以上続く企画であり、毎年団地内の色々な方の作品を展示しています。すべて素
敵な作品でしたが、紙面の都合上一部だけご紹介します（写真をご覧ください）。
　このほかにも、紙面の都合上紹介できなかった作品が数多くあります。書画、絵
画、盆栽、編み物、折り紙、柿渋染めのカゴ、造花、コピー用紙の包装紙ででき
た作品など・・・。
　ほかの地区にお住まいの方でも見学可能とのことですので、来年は皆さま足を運

んでみてください！ 来年の開催が決ま
り次第、2層インスタグラムなどでお知
らせいたします！
 

コーディネーターのつぶやき

香取台小学校児童クラブの子どもたちと世代間交流を行いました！

地域の宝物が大集合していました！ ─ グリーンハイツ陽だまりサロン（小白硲）─ 

月
号

谷田部圏域活動テーマ

谷田部西圏域だより

みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
地域の皆さんの“笑顔”が輝いています！！
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　昨年中は大変お世話になりました。本年もよろしくお願いいたします。
　実家にて祖父母宛の年賀状を見ていて、90代
の方からの「気力は充分です」というメッセージ
に元気をもらいました。皆さまの健康の秘訣や、
気を付けていることがありましたら教えてくだ
さい！

コーディネーターのつぶやき

▲植物の絵：素敵な言葉と筆の運びか
ら、作者の方のパワフルでエネルギッ
シュな勢いを感じます。

◀クリスマスのボック
スアート：小さなサ
ンタ帽をかぶった小
人が、クリスマスの
準備をしているので
しょうか？ ワクワク
しますね。

◀急須の小物入れ：内側
には別の生地が！ 開け
ても楽しい凝った作り
です。
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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　令和5年11月に、かとりだい交流館にてカーレットを活用した世代間交流を行いました。この交流会は、かとりだい
交流館の方から「カーレットや昔遊びのようなものを、ぜひ子どもたちにも体験させてほしい」とお声掛けいただいたと
ころから始まりました。この交流会を行うにあたり、カーレット協会の会長をはじめカーレット指導員、地元のシルバー
クラブ（コスモスクラブ）など多くの方々が快く引き受けてくださったことにより今回の交流会が実現しました。
　カーレットは、カーリングの卓上版スポーツです。子どもからシニア、車いすユーザーまでノーハンディで行える
ことが特徴で、グループ同士の試合のため、ゲームを楽しみながらコミュニケーションを深めやすいのも魅力のひと
つです。
　大人も子どもも夢中になって投げる力を調節してみたり、相手のストーン
に当ててはじいてみたりとチーム内で戦略を相談しつつゲームを楽しんでい
ました。また、投げ終わってからは「どちらのチームの石が真ん中に近いか
な？」など、年齢差を超えて一緒に話し合う姿もたくさん見られました。休
憩中には、シルバークラブの方が子どもたちの好きなゲームやアニメについ
て教わる場面も見られ、楽しい時間となりました。
　今回のように、地域の中で「こんなことできないかな？」と思うことがあ
りましたら、コーディネーターまでお気軽にご連絡ください。

　グリーンハイツ陽だまりサロンは、小白硲にある団地内の集会所を利用し、毎月4回ほど活動を行っています。団地内
に住む住民が楽しく和気あいあいと過ごせるよう、サロンの中では体操やカーレット、カフェ活動を中心に、新年の会や

お花見、クリスマスパーティーなど、さまざまなイベントを開催しています。
　そのイベントの1つである「シニア作品展」にお邪魔しました。シニア作品展は10
回以上続く企画であり、毎年団地内の色々な方の作品を展示しています。すべて素
敵な作品でしたが、紙面の都合上一部だけご紹介します（写真をご覧ください）。
　このほかにも、紙面の都合上紹介できなかった作品が数多くあります。書画、絵
画、盆栽、編み物、折り紙、柿渋染めのカゴ、造花、コピー用紙の包装紙ででき
た作品など・・・。
　ほかの地区にお住まいの方でも見学可能とのことですので、来年は皆さま足を運

んでみてください！ 来年の開催が決ま
り次第、2層インスタグラムなどでお知
らせいたします！
 

コーディネーターのつぶやき

香取台小学校児童クラブの子どもたちと世代間交流を行いました！

地域の宝物が大集合していました！ ─ グリーンハイツ陽だまりサロン（小白硲）─ 

月
号

谷田部圏域活動テーマ

谷田部西圏域だより

みんなの笑顔が創るまち 歴史と共に輝く未来
地域の皆さんの“笑顔”が輝いています！！

2
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＜3・4ページ担当者＞
谷田部西圏域担当
生活支援コーディネーター 堤
〒300-3257
つくば市筑穂1丁目10番地4
TEL:029-879-5500
FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　昨年中は大変お世話になりました。本年もよろしくお願いいたします。
　実家にて祖父母宛の年賀状を見ていて、90代
の方からの「気力は充分です」というメッセージ
に元気をもらいました。皆さまの健康の秘訣や、
気を付けていることがありましたら教えてくだ
さい！

コーディネーターのつぶやき

▲植物の絵：素敵な言葉と筆の運びか
ら、作者の方のパワフルでエネルギッ
シュな勢いを感じます。

◀クリスマスのボック
スアート：小さなサ
ンタ帽をかぶった小
人が、クリスマスの
準備をしているので
しょうか？ ワクワク
しますね。

◀急須の小物入れ：内側
には別の生地が！ 開け
ても楽しい凝った作り
です。

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え



今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

＜3・4ページ担当者＞
桜圏域担当生活支援コーディネーター 宮川

〒300-2633 つくば市遠東639（老人福祉センターとよさと内）
TEL:029-847-0231 / FAX:029-847-0233
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

　桜圏域のコーディネーターになり、はや1年が経とうとしています。地域の皆さんは温かく迎え入れてく
ださり、支えていただいた1年でした。これからもたくさん地域に足を運ばせていただきますので、よろし
くお願いいたします！
　私たち生活支援コーディネーターは、インスタグラムでも地域の活動を発信しています。ぜひご覧ください！！

このイベントは、皆さまからの「地域歳末たすけあい募金」を活用させていただきました。

「自分の居場所と出会いのために ─桜圏域版社会資源集─」が完成しました！！

「春風台サロン クリスマス会」に参加してきました！
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桜圏域版

　この資源集は、「支えあいの地域づくり」として住民が自立し、自分らしく豊かな生活を送るための地域活動
の場や人的資源を集めた冊子です。
　地域支えあい会議での意見交換を経て令和4年9月に「社会資源集作成チーム」が発足され、「桜地区区会連合会」
および「アイラブつくばまちづくり補助金」の支援を受け、住民が主体となり16か月の時間をかけ作成されました。

また、桜圏域にある筑波大学の「つくば市まちづくり学生団体 かざぐ
るま」の協力も得て、若者のアイデアや技術が存分に発揮された資源
集となっています。
　この資源集を通して、住民の皆さまが外出する機会を得て、地域社
会の一員として「新たな自分づくり」をすることができ、ご自身の住
む地域に「誇り」と「愛着」を持っていただきたい──そんな思いが
込められています。
　資源集を「見てみたい」「活用したい」などがございましたら、下
記コーディネーターまでご連絡ください。

＜掲載内容＞
①ふれあいサロン・高齢者憩いの広場　②シルバークラブ　③防犯・防災活動団体
④スポーツ／運動・同好会・趣味活動団体  ⑤ボランティア団体  ⑥地域交流センター登録団体
⑦その他地域情報（桜地域包括支援センター、民生委員児童委員、ふれあい相談員）　など

＜閲覧場所＞
①桜圏域内地域交流センター（栗原・桜・吾妻・竹園・並木・広岡）　②中央図書館
③桜地域包括支援センター　④つくば市社会福祉協議会　⑤桜老人福祉センター
⑥市役所窓口センター（桜窓口センター、つくば駅前市民窓口センター）

　多世代交流をテーマに開催され、サロンメンバー（高齢者）
と地域住民がクリスマスツリー作成を行いました。参加者から
は、「様々な要因で地域交流が減っている中で、このようなイ
ベントはありがたい。知り合いが増えることで地域の見守りに
もつながっていくと思います。この様な取り組みを伝えていく
ことが大人の責任だと思っています」との感想をいただきまし
た。地域づくりに関心のある若い世代の方と知り合うこともで
き、学びの多いイベントでした。
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コーディネーターのつぶやき
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桜圏域活動テーマ

支えあう地域愛 つくり出すみんなの笑顔 ～私たちのまち桜～
桜圏域だより
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▲幅広い世代が集まった
　にぎやかな会になりました！

▲桜圏域版社会資源集

▲社会資源集作成チームの皆さん

▲オリジナルツリーの
　完成です♪
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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　桜圏域のコーディネーターになり、はや1年が経とうとしています。地域の皆さんは温かく迎え入れてく
ださり、支えていただいた1年でした。これからもたくさん地域に足を運ばせていただきますので、よろし
くお願いいたします！
　私たち生活支援コーディネーターは、インスタグラムでも地域の活動を発信しています。ぜひご覧ください！！

このイベントは、皆さまからの「地域歳末たすけあい募金」を活用させていただきました。

「自分の居場所と出会いのために ─桜圏域版社会資源集─」が完成しました！！

「春風台サロン クリスマス会」に参加してきました！
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桜圏域版

　この資源集は、「支えあいの地域づくり」として住民が自立し、自分らしく豊かな生活を送るための地域活動
の場や人的資源を集めた冊子です。
　地域支えあい会議での意見交換を経て令和4年9月に「社会資源集作成チーム」が発足され、「桜地区区会連合会」
および「アイラブつくばまちづくり補助金」の支援を受け、住民が主体となり16か月の時間をかけ作成されました。

また、桜圏域にある筑波大学の「つくば市まちづくり学生団体 かざぐ
るま」の協力も得て、若者のアイデアや技術が存分に発揮された資源
集となっています。
　この資源集を通して、住民の皆さまが外出する機会を得て、地域社
会の一員として「新たな自分づくり」をすることができ、ご自身の住
む地域に「誇り」と「愛着」を持っていただきたい──そんな思いが
込められています。
　資源集を「見てみたい」「活用したい」などがございましたら、下
記コーディネーターまでご連絡ください。

＜掲載内容＞
①ふれあいサロン・高齢者憩いの広場　②シルバークラブ　③防犯・防災活動団体
④スポーツ／運動・同好会・趣味活動団体  ⑤ボランティア団体  ⑥地域交流センター登録団体
⑦その他地域情報（桜地域包括支援センター、民生委員児童委員、ふれあい相談員）　など

＜閲覧場所＞
①桜圏域内地域交流センター（栗原・桜・吾妻・竹園・並木・広岡）　②中央図書館
③桜地域包括支援センター　④つくば市社会福祉協議会　⑤桜老人福祉センター
⑥市役所窓口センター（桜窓口センター、つくば駅前市民窓口センター）

　多世代交流をテーマに開催され、サロンメンバー（高齢者）
と地域住民がクリスマスツリー作成を行いました。参加者から
は、「様々な要因で地域交流が減っている中で、このようなイ
ベントはありがたい。知り合いが増えることで地域の見守りに
もつながっていくと思います。この様な取り組みを伝えていく
ことが大人の責任だと思っています」との感想をいただきまし
た。地域づくりに関心のある若い世代の方と知り合うこともで
き、学びの多いイベントでした。
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コーディネーターのつぶやき
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月
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桜圏域活動テーマ

支えあう地域愛 つくり出すみんなの笑顔 ～私たちのまち桜～
桜圏域だより

2
2024

No.118

No.1182月号

▲幅広い世代が集まった
　にぎやかな会になりました！

▲桜圏域版社会資源集

▲社会資源集作成チームの皆さん

▲オリジナルツリーの
　完成です♪

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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＜3・4ページ担当者＞
筑波圏域担当
生活支援コーディネーター 難波

　2024年は、能登半島地震、羽田空港の事故
など衝撃のスタートとなり、災害はいつ起こる
か分からないと改めて感じました。テレビで
「声を掛け合って避難してください」との呼び
かけが繰り返されていたのを思い返し、日頃か
らの声を掛け合う関係づくりや顔見知りをつ
くっておくことの大切さを感じました。

コーディネーターのつぶやき
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筑波圏域版
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▲段差がないのでごみ捨て場のすぐ近
くまでロボットが付き添います！

▲ごみを乗せて出発！ ▲家に入る曲がり角や道路から砂利道
に変わっても止まることはありません。
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　小田地区いきいき会議とつくば市科学技術戦略課が連携し、自動追従ロボットを活用したごみ出しや買
い物支援の実証事業を行っています。期間は12月11日～ 2月29日までの約3か月間。実際に地域の方々
に活用いただき様々な感想やご意見を伺っています。

歴史の街「小田地区」で自動追従ロボットが活動中です!!

　9月27日に行われた筑波圏域地域支えあい会議（生活支援体制整備事業2層協議体）において、筑波圏
域の課題や気になることについて各小学校区から区長、民生委員、ふれあい相談員、地域関係者等の方々
が集まり意見交換を行いました。筑波圏域の広範囲がハザードマップの該当になっていることや、子ども
たちが減り地域での交流の機会が少なくなっていることが話題となったのをきっかけに、多世代が気軽
に参加でき、楽しく防災のことを知ることができる体験型イベントを開催することになりました。
　10月から毎月、作戦会議を開いて準備を行っていますので、ぜひ、お誘い合わせのうえ遊びに来てくだ
さい！

2月18日（日）開催！「筑波地区防災イベント」ただいま準備中！！

1

筑波圏域活動テーマ

みんなの親切 地域愛 絆深まるまち 筑波

筑 波 圏 域 だ よ り

●重い荷物を持って歩かなくていいので助かるけど、積み下ろしもしてくれるといいなぁ !
●後ろからちゃんとついて来てくれるか心配になるので、音が流れるとわかりやすいかな!?感想

【日時】　
　2月18日（日）10:00 ～12:00

【会場】　
　市民ホールつくばね、秀峰筑波義務教育学校（駐車場）

【内容】　
　自然災害体験車、煙体験、空き缶でお米を炊く体験、
　心肺蘇生体験、消防車等の展示 など

〈地域にお住まいの95歳の方のごみ出しに密着〉

イベント
詳細は
こちら

参加無料

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター

©認定ＮＰＯ法人レスキューストックヤード

災害
ボランティア
の備え
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つくば市社協キャラクター

〒300-3257
つくば市筑穂1丁目10番地4
TEL:029-879-5500
FAX:029-879-5501
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp

＜3・4ページ担当者＞
筑波圏域担当
生活支援コーディネーター 難波

　2024年は、能登半島地震、羽田空港の事故
など衝撃のスタートとなり、災害はいつ起こる
か分からないと改めて感じました。テレビで
「声を掛け合って避難してください」との呼び
かけが繰り返されていたのを思い返し、日頃か
らの声を掛け合う関係づくりや顔見知りをつ
くっておくことの大切さを感じました。

コーディネーターのつぶやき
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筑波圏域版
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▲段差がないのでごみ捨て場のすぐ近
くまでロボットが付き添います！

▲ごみを乗せて出発！ ▲家に入る曲がり角や道路から砂利道
に変わっても止まることはありません。
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　小田地区いきいき会議とつくば市科学技術戦略課が連携し、自動追従ロボットを活用したごみ出しや買
い物支援の実証事業を行っています。期間は12月11日～ 2月29日までの約3か月間。実際に地域の方々
に活用いただき様々な感想やご意見を伺っています。

歴史の街「小田地区」で自動追従ロボットが活動中です!!

　9月27日に行われた筑波圏域地域支えあい会議（生活支援体制整備事業2層協議体）において、筑波圏
域の課題や気になることについて各小学校区から区長、民生委員、ふれあい相談員、地域関係者等の方々
が集まり意見交換を行いました。筑波圏域の広範囲がハザードマップの該当になっていることや、子ども
たちが減り地域での交流の機会が少なくなっていることが話題となったのをきっかけに、多世代が気軽
に参加でき、楽しく防災のことを知ることができる体験型イベントを開催することになりました。
　10月から毎月、作戦会議を開いて準備を行っていますので、ぜひ、お誘い合わせのうえ遊びに来てくだ
さい！

2月18日（日）開催！「筑波地区防災イベント」ただいま準備中！！

1

筑波圏域活動テーマ

みんなの親切 地域愛 絆深まるまち 筑波

筑 波 圏 域 だ よ り

●重い荷物を持って歩かなくていいので助かるけど、積み下ろしもしてくれるといいなぁ !
●後ろからちゃんとついて来てくれるか心配になるので、音が流れるとわかりやすいかな!?感想

【日時】　
　2月18日（日）10:00 ～12:00

【会場】　
　市民ホールつくばね、秀峰筑波義務教育学校（駐車場）

【内容】　
　自然災害体験車、煙体験、空き缶でお米を炊く体験、
　心肺蘇生体験、消防車等の展示 など

〈地域にお住まいの95歳の方のごみ出しに密着〉

イベント
詳細は
こちら

参加無料
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●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など
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災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
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に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
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　2024年は元日の大きな衝撃から始まり、気の休まらない日々が続いてしまいました。日頃から
助けあえる関係づくりや声掛けのしやすい環境づくりの大切さを思い知らされ、今回取材させて
いただいた地域のイベントは、そういった関係づくりにとても効果的なものだと改めて感じました。

＜3・4ページ担当者＞
茎崎圏域担当
生活支援コーディネーター 小倉

コーディネーターのつぶやき

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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茎崎圏域版

　12月16日に、森の里公会堂で行われたもちつき大会に参加してきました。
　森の里地区住民の一層の親睦等を図る目的で、年末の恒例行事として開催され、約800名の方が参加
されました。つきたてのおもちはとても美味しく、皆さん楽しそうに交流していました。おもちは機械でつ
いたものを配布していましたが、杵と臼を使ったもちつき体験も行われ、子どもたちも楽しそうでした。も
ちつき大会は地区役員のほか、地区のスポーツ会やソーラン愛好会、炭焼きクラブ、ふれあいサロンなど
の100人近い協力者のもと運営されてい
るとのことです。
　今年は久しぶりに顔を合わせた交流会
でしたが、コロナ禍では持ち帰りのみと
し、人が密集しない方法で形を変えなが
らも開催し続けたようです。地域のイベン
トは継続していくことが大切であると話さ
れていました。

　12月17日に、池向集会所で行われたそば打ち会に参加してきました。
　池向地区のそば打ち名人の指導の下、私も生地を練ったり麺状に切ったりしてそば打ち体験をさせてい
ただきました。そばのほかには焼き芋もありましたが、ドラム缶を加工した手作りの特性窯で芋を焼くな
ど、自分たちだけで行えるように様々な工夫が見られました。

　また、集会所に来られない方には訪問し
てそばを配布しており、安否確認や閉じこ
もり防止などの見守り効果に寄与していると
感じました。
　役割分担をしながら進めていくことが大
切。自分たちの得意なことを地域に活かし
ながら、お互いに助け合える地域づくりを
目指していきたいとのことでした。

毎年恒例！ 森の里地区のもちつき大会が大盛況！！

住民の力を活かした地域活動（池向地区そば打ち会）
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あなたの力 あなたの心 支えあう街 くきざき

茎崎圏域だより
kukizaki
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▲おもちの無料配布には長蛇の列が▲もちつき体験会の様子

▲皆さんで交流しながら美味しく
　食べました

▲そば打ちの様子

上記2つの活動には、皆さまからの「地域歳末たすけあい募金」を活用させていただきました。
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円
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ささえあい・つくば
2024年2月15日発行

【第15号】
つくば市生活支援体制整備事業（市から受託）第2層 地域支えあい情報紙

　地域の皆様とともに支えあい活動や地域づくりをすすめるための情報紙「ささえあい・つくば」です。
　「ささえあい・つくば」では、「人と人との支えあい」の活動や生活支援コーディネーターの活動内
容を皆様に紹介し、支えあいの文化を未来へ紡いでいきたいと思います。

　地域・圏域を越えて同じテーマに関心を持つ方が集まり、
話をしたり情報交換をしたりする場として、今年度から「テー
マ別情報交換会」を実施しています。その第2回目を、11月
20日に研究交流センターで開催しました。
　今回のテーマは「防災」。2011年の東日本大震災で大き
な被害を受けた宮城県石巻市の民生委員児童委員協議会会長 
蟻坂 隆様より、オンラインにてご講演をいただきました。
　いつか来る災害に備えて、震災前から地域防災の取り組み
を進めていたこと。震災直後の混乱期の中で地域が連携して
助けあったこと。震災の経験を経て、現在も様々な方法で住
民同士のコミュニケーションの機会にご尽力されていること
など、様々なお話をお聞きすることができました。また、日
頃から顔見知りの関係を築いておくことが、災害などの緊急
時に住民同士が支えあう基盤となることが分かりました。
　「準備に無駄はない」「避難に勝る対策はない」―― 神戸の
経験から学んだというこの言葉が、非常に印象に残りました。
　講演会後には、早速「防災マップを作ってみたい！」「自
分たちの地域でも、防災について話し合う機会をつくりたい」
という相談が寄せられました。今回の石巻の話から学んだこ
とを、今後の地域の防災・支えあいの取り組みにつなげてい
きたいと思います！

　次回のテーマは「子ども・子育て支援」。地域の子どもたちの健やかな成長を支えるために

地域にできることは何か？ 皆さんと一緒に考えたいと思います。関心のある方はぜひご参加ください！

【日時】 令和6年2月27日（火）13:30 ～
【場所】 老人福祉センターとよさと（つくば市遠東639）

  第2回テーマ別情報交換会
「災害に負けない地域コミュニティづくり ～宮城県石巻市からの声～」
を開催しました！

▲会場との質疑応答も行いました

▲石巻市からオンラインでご講演をいただきました

▲被害直後の様子・・・甚大な被害を受けた様子が
　伝わります

  第3回テーマ別情報交換会　のお知らせ

ありさかたかし

報告　寄付いただいた食品を活用させていただきました
令和5年度食品寄付（令和5年4月1日～令和6年1月15日）
●お米　　　　　2,514.3kg
●その他の食品　  218.2kg

　これらのご寄付いただいた食品は、市内にお住まいの経済
的にお困りの世帯に提供させていただいたほか、地域歳末た
すけあい募金を活用した「歳末見舞金」の対象世帯や、必要
とする市内福祉施設への配布に活用させていただきました。誠
にありがとうございました。
　ご寄付いただく食品については、皆様からの善意が市民の
笑顔につながるよう、今後も引き続き活用させていただきます。

◆「社協通信つくば」はホームページからもご覧になれます。また、
目の不自由な方のために音訳版は「つくば市朗読ボランティア けや
きの会」、点字版は「並木点訳の会」のご協力を得て作成しています。
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

◆この広報紙は市民の皆様から寄せられた社協会費、共同募金の配
分金により発行しています。この印刷物は再生紙を使用しています。

報告　善意の寄付 ありがとうございました
（順不同・敬称略）

社協からのお知らせ社協からのお知らせ Information

令和5年10月16日～令和6年1月15日

　つくば市社協では、クレジットカードを利用した寄付（オンラ
イン決済）を随時受け付けています。
　手続きはインターネット上からとなりますので、
つくば市社協のホームページをご覧ください。

【問合せ】法人運営室　TEL 029-879-5500

●社協では、年間を通じて寄付を受け付けています。
　個人の場合は、所得税・個人住民税控除の対象となります。
クレジットカードを利用した寄付を受け付けています！

検 索つくば市社協　寄付

報告　令和5年度 社協会員加入実績報告
　今年度も、つくば市社会福祉協議会（社協）会員にご加入
いただき誠にありがとうございました。また、一般会員の募
集に際しましては、区会（自治会）のご協力をいただき、厚
くお礼申し上げます。
　納入いただきました社協会費は、地域福祉推進のために広
く有効に活用させていただきます。今後も社協は、皆様とと
もに地域福祉活動を推進してまいりますので、ご理解とご協
力をお願い申し上げます。

募集　令和6年能登半島地震災害義援金

報告　令和5年度 赤い羽根共同募金実績報告
　赤い羽根共同募金へご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　皆様からお預かりした募金は、つくば市内の様々な福祉活
動や茨城県内の民間社会福祉施設などへの助成を通じ、地域
福祉の推進のために活用させていただきます。

　赤い羽根共同募金運動は、令和6年3月31日まで実施していま
す。引き続き、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。
　令和5年度最終実績は、ホームページにて報告させていただ
きます。

イベント　第23回チャレンジアートフェスティバルinつくば
チャレンジアートフェスティバルとは・・・
　舞台発表や作品展を通して、障害のある方が思い思いのパ
フォーマンスを発信するイベントです。
　今回のテーマは「みんなでつくる みんなでつながる アート
と夢」。23回目となる今回も、ぜひアーティストたちの “熱”
を直接感じてください。ご来場お待ちしています。

▶3月2日（土）
11:00 ～15:00 ポニー体験乗馬（雨天中止）・物品販売
＜会場＞ 大清水公園（竹園1-5-2）
▶3月10日（日）クロージングイベント
12:30 ～ 13:30 筑波技術大学学生ボランティアグループによる

「こども造形ワークショップ」
14:00 ～ 15:00 つくばキッズアンサンブルによる「ミニコン

サート」（このほかに展示作品紹介あり）  
＜会場＞ つくば美術館

各種会員名簿につきましては、ホームページ
にて報告させていただいております。

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」により、
被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。
　中央共同募金会で募集する災害義援金は、茨城県共同募金
会でも受け付けています。
【受付期間】
　令和6年6月28日（金）まで　※延長する場合があります。
【受入口座】

＜口座名義（①②共通）＞
　社会福祉法人茨城県共同募金会 令和6年能登半島地震義援金
【留意事項】
●義援金は特定の被災県を指定することはできません。
●義援金の配分は、被災地それぞれの関係機関で構成される

義援金配分委員会において決定し、被災者に配分されます。

▲Facebook

種　別 募金額
赤い羽根募金 12,365,763円
地域歳末たすけあい募金 6,538,814円

合　計 18,904,577円
（令和6年１月１５日現在）

舞台発表
＜日 時＞ 令和6年3月2日（土）
　　　　  10:00 ～15:00（開場 9:30）
＜会 場＞ つくばカピオホール（竹園1-10-1）

作品展
＜日 時＞ 令和6年3月5日（火）～10日（日）
　　　　  9:30～17:00（最終日15:00まで）

種　別 対　象 会費額
一般会員 市内の世帯 10,884,894円
特別会員 市内に居住する個人及び市内に

住所を有する法人・団体・施設等 4,024,000円
合　計 14,908,894円

（令和6年1月15日現在）

No. 金融機関等 手数料

① 常陽銀行　本店
普通　3917600

同行本支店の窓口・アクセスジェイ
及びＡＴＭからの振込手数料無料

② 筑波銀行　県庁支店
普通　1213955

同行本支店の窓口からの振込手数
料無料

古河ヤクルト販売（株） 162,000 円
桜ニュータウン自治会 50,000 円
レゾナック労働組合 下館支部 40,000 円
つくば市危険物安全協会 会長 飯泉喜明 32,000 円
医療法人すずらん会 さとうクリニック 30,000 円

30,000 円
陶さくら（陶桜会、桜ポッタリ） 20,000 円
つくばグラウンドゴルフ連絡協議会 20,000 円
八幡神社氏子総代 12,217 円
菅原　美吉子 10,000 円
大曽根児童館 10,000 円
つくばアサーティブの会 10,000 円

（株）ヒュリカ 10,000 円

3



T H E  O R G A N  O F  T S U K U B A  C I T Y  C O U N C I L  O F  S O C I A L  W E L F A R E

発行│社会福祉法人 つくば市社会福祉協議会
　　 〒300-3257 つくば市筑穂１丁目10番地4  TEL:029-879-5500 / FAX:029-879-5501

つくば市社協キャラクター

　2024年は元日の大きな衝撃から始まり、気の休まらない日々が続いてしまいました。日頃から
助けあえる関係づくりや声掛けのしやすい環境づくりの大切さを思い知らされ、今回取材させて
いただいた地域のイベントは、そういった関係づくりにとても効果的なものだと改めて感じました。

＜3・4ページ担当者＞
茎崎圏域担当
生活支援コーディネーター 小倉

コーディネーターのつぶやき

〒300-1273 つくば市下岩崎2068（茎崎老人福祉センター隣）
TEL:029-876-4552 / FAX:029-876-2842
Mail:tiki@tsukuba-swc.or.jp
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茎崎圏域版

　12月16日に、森の里公会堂で行われたもちつき大会に参加してきました。
　森の里地区住民の一層の親睦等を図る目的で、年末の恒例行事として開催され、約800名の方が参加
されました。つきたてのおもちはとても美味しく、皆さん楽しそうに交流していました。おもちは機械でつ
いたものを配布していましたが、杵と臼を使ったもちつき体験も行われ、子どもたちも楽しそうでした。も
ちつき大会は地区役員のほか、地区のスポーツ会やソーラン愛好会、炭焼きクラブ、ふれあいサロンなど
の100人近い協力者のもと運営されてい
るとのことです。
　今年は久しぶりに顔を合わせた交流会
でしたが、コロナ禍では持ち帰りのみと
し、人が密集しない方法で形を変えなが
らも開催し続けたようです。地域のイベン
トは継続していくことが大切であると話さ
れていました。

　12月17日に、池向集会所で行われたそば打ち会に参加してきました。
　池向地区のそば打ち名人の指導の下、私も生地を練ったり麺状に切ったりしてそば打ち体験をさせてい
ただきました。そばのほかには焼き芋もありましたが、ドラム缶を加工した手作りの特性窯で芋を焼くな
ど、自分たちだけで行えるように様々な工夫が見られました。

　また、集会所に来られない方には訪問し
てそばを配布しており、安否確認や閉じこ
もり防止などの見守り効果に寄与していると
感じました。
　役割分担をしながら進めていくことが大
切。自分たちの得意なことを地域に活かし
ながら、お互いに助け合える地域づくりを
目指していきたいとのことでした。

毎年恒例！ 森の里地区のもちつき大会が大盛況！！

住民の力を活かした地域活動（池向地区そば打ち会）

4 1

月
号

茎崎圏域活動テーマ

あなたの力 あなたの心 支えあう街 くきざき

茎崎圏域だより
kukizaki

2
2024

No.118

No.1182月号

▲おもちの無料配布には長蛇の列が▲もちつき体験会の様子

▲皆さんで交流しながら美味しく
　食べました

▲そば打ちの様子

上記2つの活動には、皆さまからの「地域歳末たすけあい募金」を活用させていただきました。

今こそ、災害ボランティア!
　1月1日に石川県能登地方において発生した「令和6年能登半島地震」。2週
間が経過した現在でも、至る所で道路が寸断されライフラインの復旧などの応
急業務が進められています（令和6年1月15日現在）。
　道路事情などの理由により、被害が大きな地域でのボランティア募集は行わ
れていませんが、今後は活動環境や受け入れ体制が整い次第、順次ボランティ
アの募集が開始されることとなります。
　被災者の生活再建や被災地の復興に大きな力となる｢災害ボランティア｣。い
ざ活動する時に備え、今回は参加する前に必要となる災害ボランティアの準備
や手続きをまとめました。何の準備もせずにボランティア活動へ参加すること
は、かえって被災地に迷惑をかけることにもなりかねません。活動に参加する
際は、被災地に負担をかけない備えと心構えを忘れずに参加してください。 ▲石川県珠洲市の被災のようす

災害ボランティアに参加する前の準備
　令和6年能登半島地震による
被災者の救済および被災地復興
のために義援金の受付が始まっ
ています。
＜義援金受付機関＞
●共同募金会
●日本赤十字社
●被災各自治体（石川県、新潟
県、富山県）など

※詳細は各ホームページをご確認ください。

茨城県共同募金会が受け付
ける義援金に関しては、2ペ
ージに詳細を掲載しています。

募金も大切な支援の1つです

被災地の正確な情報収集

服装や持ち物の準備

食事・宿泊先・交通手段（往復）の確保

ボランティア活動保険の加入

現地（災害ボランティアセンター）へ

まずは、被災地の状況を確認しましょう。求められる活動は、災害や被
災地によって異なるため、最新の情報を必ず確認してください。また、現
地では、様々な緊急対応を行っているため、被災地の災害ボランティア
センターに直接電話することは控えましょう。

被災地で災害ボランティア活動をする際には、被災地
に負担をかけないようにすることが基本です。災害の
種類や時期によって活動時に必要な服装が違いますの
で、状況に合わせて服装･持ち物を準備してください。

災害が発生して間もない被災地では、飲料水や食料などが不足し、現地で
調達ができないこともあります。また、できたとしても被災地の方に迷惑が
かかることがあります。自己完結（自分のことは自分でやる）を基本にして
ください。

二次災害や災害ボランティア活動中のけがに備え、ボラ
ンティア活動保険に必ず加入しましょう。保険はボラン
ティアセンターで加入手続きが行えます。YouTubeでは、現地災

害ボランティアセンター
で行われる各種オリエ
ンテーション動画が視
聴可能です。活動の参
考になりますので、事前
にご覧ください。

検 索つくばボランティアセンター
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災害
ボランティア
の備え


